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１  第 ２ 期 基 本 計 画 の 位 置 づ け と 計 画 期 間  

（ １ ） 総 合 計 画 の 位 置 づ け と 構 成  

総 合 計 画 は 、 市 の 最 上 位 計 画 に 位 置 付 け ら れ 、 各 分 野 の 行 政 計 画

の 基 本 と な る 総 合 的 な 市 政 運 営 の 指 針 で す 。 生 駒 市 自 治 基 本 条 例 に

お け る 「 総 合 計 画 」 の 定 義 に 合 わ せ 、 生 駒 市 の ビ ジ ョ ン で あ る 「 基

本 構 想 」 と 行 政 運 営 の プ ラ ン で あ る 「 基 本 計 画 」 か ら 構 成 し て い ま

す 。  

第 ６ 次 総 合 計 画 の 基 本 構 想 で は 、概 ね ２ ０ 年 後（ 20 4 0 年 ）の 将 来

都 市 像 と し て「 自 分 ら し く 輝 け る ス テ ー ジ・生 駒 」を 掲 げ て い ま す 。  

総 合 計 画 の 構 成  

 
 

（ ２ ） 第 ２ 期 基 本 計 画 の 計 画 期 間  

基 本 計 画 は 、 市 長 が 任 期 の 期 間 内 に お い て 、 基 本 構 想 に 描 か れ た

将 来 ビ ジ ョ ン を 実 現 す る た め に 、 行 政 分 野 ご と の 目 指 す ま ち の 姿 や

行 政 が 重 点 的 に 取 り 組 む 施 策 を 示 し た 行 政 運 営 の 計 画 で す 。  

第 ２ 期 基 本 計 画 の 計 画 期 間 は 、 令 和 ６ (2 0 2 4 ) 年 度  ～  令 和 ９

(2 0 2 7 )年 度 の ４ 年 間 と し ま す 。  

基 本 構 想 と 基 本 計 画 の 計 画 期 間  

 

 

生駒市のビジョン

⾏政運営のプラン

基本構想

基本計画

序 章  第 ２ 期 基 本 計 画 の 策 定 に 当 た っ て  
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（ ３ ） Ｓ Ｄ Ｇ ｓ に 関 わ る 取 り 組 み と の 関 係  

Ｓ Ｄ Ｇ ｓ（ エ ス デ ィ ー ジ ー ズ：Sus t a i n a b l e  D e v e l o p m e n t  G o a l s）

と は 、 平 成 ２ ７ 年 ９ 月 の 国 連 サ ミ ッ ト で 採 択 さ れ た 「 持 続 可 能 な 開

発 の た め の 20 3 0 ア ジ ェ ン ダ 」 に 記 載 さ れ た 、 20 3 0 年 に 向 け た 持 続

可 能 な 社 会 を 構 築 す る た め の 国 際 目 標 で す 。  

Ｓ Ｄ Ｇ ｓ は 、 実 現 可 能 な 世 界 を 実 現 す る た め の １ ７ の 目 標 ・ １ ６

９ の タ ー ゲ ッ ト か ら 構 成 さ れ 、 誰 一 人 取 り 残 さ な い 社 会 の 実 現 に 向

け 、 経 済 ・ 社 会 ・ 環 境 の 側 面 か ら 統 合 的 に 取 り 組 む た め の 世 界 共 通

言 語 と な っ て お り 、 そ の 達 成 に 向 け て 、 様 々 な 関 係 者 の 連 携 が 重 要

と さ れ て い ま す 。 総 合 計 画 で 目 指 す 方 向 性 と 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の 目 標 と は

考 え 方 が 共 通 す る こ と か ら 、 総 合 計 画 の 推 進 に 基 づ く 各 施 策 の 取 組

を 進 め る こ と で 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の 目 標 達 成 を 目 指 し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ４ ） 総 合 計 画 と 総 合 戦 略 の 統 合  

本 市 で は ２ 期 に わ た り 、 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 法 に 基 づ き 、 少

子 高 齢 化 の 進 行 へ の 対 応 や 東 京 圏 へ の 人 口 集 中 の 是 正 の た め 、「 生

駒 市 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 総 合 戦 略 」（ 以 下「 総 合 戦 略 」と い い ま

す 。） を 策 定 し 、 地 方 創 生 の 取 組 を 進 め て き ま し た 。  

国 が 、 令 和 ４ 年 １ ２ 月 に 、 デ ジ タ ル の 力 を 活 用 し て 地 方 創 生 を 加

速 化・深 化 し 、デ ジ タ ル 田 園 都 市 国 家 構 想 を 実 現 す る た め 、「デ ジ タ

ル 田 園 都 市 国 家 構 想 総 合 戦 略 」 を 策 定 し ま し た 。 こ れ を 踏 ま え 、 地

方 自 治 体 に 対 し て 、「 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 総 合 戦 略 」を「 デ ジ タ

ル 田 園 都 市 国 家 構 想 総 合 戦 略 」 に 改 定 す る こ と を 求 め て い ま す 。  

こ れ を 受 け 、 本 市 の 総 合 戦 略 に つ い て も 改 定 の 必 要 が あ り ま す が 、
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本 市 の 総 合 戦 略 は 、 総 合 計 画 を 「 特 出 し 」、「 深 掘 り 」 し た も の で あ

り 、 ア プ ロ ー チ の 視 点 は 異 な る も の の 、 い ず れ も 将 来 都 市 像 を 実 現

す る た め の 計 画 で あ る こ と を 踏 ま え 、 総 合 計 画 と 総 合 戦 略 を 統 合 し 、

総 合 計 画 を 新 た に 「 生 駒 市 デ ジ タ ル 田 園 都 市 構 想 総 合 戦 略 」 と 位 置

付 け ま す 。  

ま た 、 基 本 計 画 で 示 す 施 策 の 方 向 性 に 基 づ く 具 体 的 な 事 業 を 取 り

ま と め た「 ア ク シ ョ ン プ ラ ン 」の 一 部 を 、「 生 駒 市 デ ジ タ ル 田 園 都 市

構 想 総 合 戦 略 」 に 基 づ く 具 体 的 な 取 組 と し 、 戦 略 的 施 策 と も 整 合 性

を 図 り つ つ 、 よ り 明 確 で 効 率 的 ・ 効 果 的 な 事 業 推 進 を 図 る こ と と し

ま す 。  
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２  第 ２ 期 基 本 計 画 の 策 定 方 針  

 第 ２ 期 基 本 計 画 は 、第 1 期 基 本 計 画 の 進 行 管 理 の 中 で 見 受 け ら れ た

課 題 を 踏 ま え 、 下 記 の 方 針 で 策 定 し て い ま す 。  

 

（ １ ） 新 た な 課 題 に 対 応 し た 計 画  

第 ６ 次 総 合 計 画 に 掲 げ る 将 来 都 市 像 「 自 分 ら し く 輝 け る ス テ ー

ジ ・ 生 駒 」 の 実 現 に 向 け て 、 第 １ 期 基 本 計 画 の 総 論 に 掲 げ る 「 社 会

環 境 の 変 化 」、「 主 要 課 題 」 を 整 理 し た 上 で 「 人 口 フ レ ー ム 」 を 最 新

の 状 況 に 改 定 し 、 コ ロ ナ 禍 も 踏 ま え 、 新 た に 生 じ た 社 会 課 題 へ の 対

応 や 新 た な 視 点 を 加 え た 計 画 と し て い ま す 。  

 

（ ２ ） 施 策 間 連 携 を 生 み 出 す 計 画  

第 1 期 基 本 計 画 期 間 中 の 目 標 の 達 成 度 合 い を 踏 ま え 、 分 野 等 の 統

合 や 、 新 た に 生 じ た 社 会 課 題 に 対 応 す る 分 野 の 新 設 の ほ か 、 将 来 都

市 像 の 達 成 に 向 け た 効 果 的 な 横 連 携 を 促 す こ と が で き る 施 策 体 系

に つ い て 、 構 成 単 位 を 含 め 再 編 し て い ま す 。  

 

（ ３ ） 柔 軟 に 対 応 で き る 計 画  

第 １ 期 基 本 計 画 で は 、 ７ ９ 分 野 の 細 分 野 ご と に 、 具 体 的 な 事 業 、

担 当 課 ま で 詳 細 に 記 載 し て い ま す が 、 組 織 改 編 や 新 規 事 業 ・ 廃 止 事

業 等 に よ り 、 齟 齬 が 生 じ て い た こ と を 踏 ま え 、 施 策 の 取 組 方 針 （ 方

向 性 ） を 中 心 と し た 計 画 内 容 に 見 直 し 、 急 速 に 変 化 し 、 複 雑 多 様 化

す る 社 会 課 題 に 対 し て 柔 軟 な 対 応 が 可 能 な 計 画 と し て い ま す 。  

 

（ ４ ） 将 来 都 市 像 に 着 実 に つ な げ る 計 画  

目 指 す 将 来 都 市 像 で あ る 「 自 分 ら し く 輝 け る ス テ ー ジ ・ 生 駒 」 に

着 実 に つ な げ て い け る よ う 、 総 合 計 画 全 体 の 進 捗 を 測 る た め の 総 合

指 標 を 設 定 し て い ま す 。  
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３  計 画 の 進 行 管 理 と 見 直 し  

（ １ ） 計 画 の 推 進 に 当 た っ て  

基 本 計 画 に 掲 げ る 目 標 は 、 本 計 画 の 施 策 に 基 づ く 事 業 に よ っ て 実

現 し て い き ま す 。事 業 の 実 施 に あ た っ て は 、総 合 計 画 に 基 づ く 事 業・

取 組 を 示 す 「 ア ク シ ョ ン プ ラ ン 」 を 毎 年 度 策 定 す る と と も に 、 総 合

計 画 と 財 政 、 行 政 組 織 が 連 動 す る 仕 組 み を 確 立 し 、 経 営 資 源 を 最 適

か つ 効 果 的 に 配 分 す る た め 、「 予 算 編 成 」「 事 業 実 施 」「 施 策 ・ 事 業 評

価 」 の Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル に よ る 行 政 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム を 構 築 し 、

基 本 計 画 を 推 進 し ま す 。  

 

（ ２ ） 計 画 の 進 行 管 理  

基 本 計 画 に つ い て は 、 基 本 構 想 の 行 政 経 営 の 基 本 方 針 に 掲 げ た

「 証 拠 に 基 づ く 政 策 づ く り（ Ｅ Ｂ Ｐ Ｍ ）」の 考 え 方 に 基 づ き 、政 策 の

有 効 性 に つ い て の 客 観 的 な 証 拠 に 基 づ い て 取 組 内 容 を 立 案 し 、 実 施

後 も そ の 効 果 を 検 証 し な が ら 改 善 を 進 め て い け る よ う Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ

イ ク ル に よ る 計 画 の 進 行 管 理 （ モ ニ タ リ ン グ ） を 行 い ま す 。  

進 行 管 理 を 行 う に 当 た っ て は 、 基 本 計 画 を 構 成 す る 最 も 基 本 的 な

単 位 で あ る 施 策 を 対 象 と し 、 行 政 内 部 で 計 画 の 進 捗 状 況 を 検 証 す る

と と も に 、 生 駒 市 総 合 計 画 審 議 会 に お い て 行 政 内 部 で の 検 証 や 総 括

に つ い て 審 議 を 行 い 、 各 施 策 の 進 捗 状 況 を 総 括 し 、 総 合 的 に 評 価 す

る こ と と し ま す 。  

 

（ ３ ） 計 画 の 見 直 し  

基 本 計 画 に つ い て は 、 計 画 の 進 行 管 理 （ モ ニ タ リ ン グ ） を す る 中

で 、 社 会 経 済 情 勢 の 変 化 や 時 代 の 潮 流 の 変 化 に よ り 、 実 行 中 の 基 本

計 画 そ の も の を 見 直 す 特 段 の 必 要 性 が 生 じ た 場 合 に は 、 計 画 期 間 の

途 中 で あ っ て も 基 本 計 画 の 見 直 し （ オ ル タ レ ー シ ョ ン ） が で き る こ

と と し ま す 。  

計 画 の 見 直 し に 当 た っ て は 、 計 画 の 基 本 的 な 構 成 の 範 囲 内 で 、 進

行 管 理 の 過 程 で 浮 上 し た 課 題 に 応 じ て 計 画 の 記 述 を 見 直 し 、 生 駒 市

総 合 計 画 審 議 会 に 諮 っ た 上 で 、 計 画 を 見 直 す こ と と し ま す 。  
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本 市 の 特 性 を 生 か し な が ら 、 第 ２ 期 基 本 計 画 を 推 進 し ま す 。  

 

１  地 勢 と 都 市 の 成 り 立 ち  

２  自 然  

３  歴 史 文 化  

４  学 研 都 市  

５  多 様 な 主 体 と の 協 創 に よ る ま ち づ く り  

 

 

 

 

 

  

第 １ 章  生 駒 市 の 概 況  
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基 本 計 画 策 定 の 背 景 と な る 主 な 社 会 環 境 の 変 化 と し て は 、次 の よ う

な こ と が あ げ ら れ ま す 。  

 

１  人 口 減 少 に よ る 影 響 の 顕 在 化  

２  ラ イ フ ス タ イ ル や 価 値 観 の 多 様 化  

３  所 得 向 上 に つ な が る 経 済 ・ 雇 用 政 策 へ の 期 待 の 高 ま り  

４  デ ジ タ ル が 暮 ら し や ビ ジ ネ ス で 当 た り 前 に  

５  安 全 ・ 安 心 へ の 迅 速 な 対 応  

６  脱 炭 素 社 会 に 向 け た 取 組 の 拡 が り  

７  行 財 政 資 源 の 縮 小 に 伴 う 戦 略 的 な 行 政 へ の 転 換 の 必 要 性 の 高 ま り  

  

第 ２ 章  本 市 を 取 り 巻 く 社 会 環 境 の 影 響  
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第 ２ 期 基 本 計 画 で は 、 将 来 都 市 像 「 自 分 ら し く 輝 け る ス テ ー

ジ ・ 生 駒 」 の 実 現 に 向 け て 、 基 本 計 画 全 体 の 進 捗 を 総 合 的 に 測

る ● つ の 総 合 指 標 を 設 定 し ま し た 。  

  

総 合 指 標 ①  働 き 盛 り 世 代（ 25～ 44 歳 ）の 純 移 動 数（ 転 入 -転 出 ）  

  将 来 都 市 像 の 実 現 に 向 け た 取 組 に よ り 、 ま ち の 魅 力 に 惹 か れ

て 流 入 す る 働 き 盛 り 世 代 の 状 況 を 総 合 指 標 の 1 つ と し て 設 定 し

ま す 。  

 

    働 き 盛 り 世 代 （ ２ ５ 〜 ４ ４ 歳 ） の 純 移 動 数 （ 転 入 -転 出 ） 

     ３１２人（Ｒ１～４年度累計） → ４００人（Ｒ６～９年度累計） 

 

総 合 指 標 ②  住 ん で い る 地 域 が 住 み や す い と 感 じ て い る 市 民 の 割 合  

将 来 都 市 像 の 実 現 に よ り 、 市 民 の 本 市 に 対 す る 満 足 度 を 高 め

て い く こ と が 大 切 で あ る こ と か ら 、 市 民 が 住 ん で い る ま ち が 住

み や す い と 感 じ て い る 市 民 の 割 合 を 総 合 指 標 の 1 つ と し て 設 定

し ま す 。  

 

    現 在 住 ん で い る 地 域 の 住 み や す さ  

     ６ ７ ％ （ Ｒ ４ 年 度 ）  →  ７ ５ ％ （ Ｒ ９ 年 度 ）  

 

総 合 指 標 ③  働き盛り世代の定住意向の割合  

  将 来 都 市 像 の 実 現 に 向 け た 取 組 に よ り 、 働 き 盛 り 世 代 の シ ビ

ッ ク プ ラ イ ド を 醸 成 し 、 定 住 意 向 の 向 上 を 図 っ て い く こ と が た

い せ つ で あ る こ と か ら 、 働 き 盛 り 世 代 の 定 住 意 向 の 割 合 を 総 合

指 標 の １ つ と し て 設 定 し ま す 。  

  

働 き 盛 り 世 代 の 定 住 意 向 の 割 合  

８ ３ ． １ ％ （ Ｒ ４ 年 度 ）  →  ８ ７ ． ０ ％ （ Ｒ ９ 年 度 ）  

 

 

 

 

第 ３ 章  ま ち づ く り の 総 合 指 標  
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総 合 指 標 ④  地 域 の 多 様 な 人 と 関 わ り が あ る 市 民 の 割 合  

  人 と 人 と の つ な が り が 豊 か に あ る こ と は 、 支 え 合 い に も つ な

が り 、 引 い て は 地 域 や ま ち を よ り 良 く し て い く た め の 基 盤 と な

っ て い く も の で あ る こ と か ら 、 地 域 の 多 様 な 人 と 関 わ り が あ る

と 感 じ て い る 市 民 の 割 合 を 総 合 指 標 の 1 つ と し て 設 定 し ま す 。  

  

地 域 の 多 様 な 人 と 関 わ り が あ る 市 民 の 割 合  

４ ４ ． ３ ％ （ Ｒ ４ 年 度 ）  →  ５ ０ ％ （ Ｒ ９ 年 度 ）  

 

総 合 指 標 ⑤  本 市 に 住 ん で い る こ と に 誇 り を 持 っ て い る 市 民 の 割 合  

  将 来 都 市 像 の 実 現 に よ り 、 市 民 の シ ビ ッ ク プ ラ イ ド を 高 め て

い く こ と が 大 切 で あ る こ と か ら 、 本 市 に 住 ん で い る こ と に 誇 り

を 持 っ て い る 市 民 の 割 合 を 総 合 指 標 の １ つ と し て 設 定 し ま す 。  

 

    本 市 に 住 ん で い る こ と に 誇 り を 持 っ て い る 市 民 の 割 合  

     ５ ６ ． ３ ％ （ Ｒ ５ 年 度 ）  →  ６ ０ ％ （ Ｒ ９ 年 度 ）  

 

総 合 指 標 ⑥  本 市 へ の 居 住 を 知 人 に 薦 め た い と 思 う 市 民 の 割 合  

  将 来 都 市 像 の 実 現 に よ り 、 本 市 を 暮 ら す 価 値 の あ る ま ち 、 選

ば れ る ま ち と し て の イ メ ー ジ を 高 め て い く こ と が 大 切 で あ る こ

と か ら 、 本 市 へ の 居 住 を 知 人 に 薦 め た い と 思 う 市 民 の 割 合 を 総

合 指 標 の １ つ と し て 設 定 し ま す 、  

 

    本 市 へ の 居 住 を 知 人 に 薦 め た い と 思 う 市 民 の 割 合  

     ６ ０ ． ３ ％ （ Ｒ ５ 年 度 ）  →  ６ ５ ． ０ ％ （ Ｒ ９ 年 度 ）  

 

総 合 指 標 ⑦  ま ち や 地 域 を よ り 良 く し て い く た め に 活 動 し た

い と 思 う 市 民 の 割 合  

  将 来 都 市 像 を 実 現 し て い く た め に は 、 市 民 が 主 体 的 に ま ち づ

く り に 関 わ り 、 活 動 し て も ら う こ と が 重 要 で あ る こ と か ら 、 ま

ち や 地 域 を よ り 良 く し て い く た め に 活 動 し た い と 思 う 市 民 の 割

合 を 総 合 指 標 の １ つ と し て 設 定 し ま す 。  

 

    まちや地域をより良くしていくために活動したいと思う市民の割合 

     ４ ８ ． ７ ％ （ Ｒ ５ 年 度 ）  →  ５ ３ ％ （ Ｒ ９ 年 度 ）  
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  第２期基本計画では、まちづくりの分野別に今後必要な基本的な取組の方

向性を示す１３の「基本的施策」と、持続可能な行財政運営における基本的

な取組の方向性を示す４つの「経営的施策」を設定しています。また、本市

の特性や基本構想で掲げる「戦略的なまちづくりの視点」である生活・社

会・都市構造の３つの視点を踏まえ、分野横断的な展開により、今後４年間

のうちに戦略的に推進する「戦略的施策」（次章参照）を設定しています。 

 

＜将来都市像と施策体系＞ 

 
 
 
 

戦略的施策（本市の特性や基本構想で掲げる「戦略的なまちづくりの視点」である生

活・社会・都市構造の３つの視点を踏まえ、分野横断的な展開により、今後４年間のう

ちに戦略的に推進する施策） 

第４章 施策体系 

自
分
ら
し
く
輝
け
る
ス
テ
ー
ジ
・
生
駒 

１ 安全で、安心し

て健康に暮らせ

るまち 

２ 未来を担う子ど

もたちを育むま

ち 

３ 人権が尊重され、

市民が輝く、文化

薫り高いまち 

４ 人と自然が共生

する、住みやす

く活動しやすい

まち 

５ 地域の資源と知

恵を活かし、魅

力と活力あふれ

るまち 

６ 持続可能な行財

政運営を進める

まち 

１ 市民自治・学び 

２ 人権・多文化共生 

３ 子ども・子育て支援 

４ 学校教育 

５ 高齢者支援・障がい者支援 

６ 地域福祉 

９ 産業・雇用就労 

８ 防災・減災・消防 

７ 健康づくり 

１０ 生活環境 

１１ 脱炭素・循環型社会 

１３ 都市基盤 

１２ まちの空間づくり 

Ⅰ 

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
・
Ｄ
Ｘ 

Ⅱ 

市
民
協
働
・
公
民
連
携 

Ⅳ 

行
政
経
営 

Ⅲ 

広
報
広
聴
・
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン 

まちづくりの目標 

基
本
的
施
策
（
ま
ち
づ
く
り
の
分
野
別
に
今
後
必
要
な
基
本
的
な
取
組
の
方
向
性
を
示
す
施
策 

経営的施策（持続可能な行財政運営を

推進するために必要な取組を示す施策） 
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１  第 ２ 期 基 本 計 画 に お け る 戦 略 的 施 策 の 考 え 方  

第 ２ 期 基 本 計 画 の 戦 略 的 施 策 に つ い て は 、 前 章 の 施 策 体 系 に 基 づ

き 、こ れ ま で の 住 宅 都 市 の 特 性 を 活 か し つ つ 、「 ま ち の 価 値 を 生 み 出

す 施 策 」を 戦 略 的 施 策 と 位 置 付 け 、分 野 横 断 的 に 施 策 を 展 開 し 、「 暮

ら し（ 住 ）」「 し ご と（ 職 ）」「 楽 し み（ 遊 ）」を 融 合 す る こ と に よ り 、

将 来 都 市 像 の 実 現 に 向 け て 取 り 組 ん で い き ま す 。  

戦 略 的 施 策 を 通 じ て 、 生 駒 で の 定 住 や 働 き 盛 り 世 代 の 転 入 に よ る

「 夜 間 人 口 の 規 模 ・ 構 成 の 確 保 」 と 、 ま た 、 生 駒 で の 就 業 人 口 の 増

加 や 市 外 か ら の 来 訪 者 の 増 加 に よ る「 昼 間 人 口 の 規 模・構 成 の 確 保 」

に つ な げ 、 市 民 の 暮 ら し や ビ ジ ネ ス を 支 え る 基 盤 の 持 続 的 な 確 保 に

つ な げ て い き ま す 。  
 

戦 略 的 施 策 の 考 え 方  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ５ 章  戦 略 的 施 策  

自 分 ら し く 輝 け る ス テ ー ジ ・ 生 駒  
多 様 な 生 き 方 や 暮 ら し を か な え る 機 会 や 場 、 人 と 人 の つ な が り が 豊 か に あ る
ま ち （ ス テ ー ジ ） で 、 主 役 で あ る 市 民 が 、 仲 間 を 得 て 、 夢 を か な え 、 輝 く 人
生 を 送 れ る よ う ま ち 全 体 が 応 援 し て く れ る 、 そ う い う ま ち へ 進 ん で い く こ と
を 目 指 す  

 

戦 略 的 施 策  

生 駒 で の 定 住  

働 き 盛 り 世 代 の 転 入  

↓  

夜 間 人 口 の 規 模 ・ 構

成 の 確 保  

生駒での就業人口の増加 
市外からの来訪者の増加 

↓  
昼間人口の規模の確保 

楽 し み （ 遊 ）  

  まちで楽しむ場・機会
を増やす 

  地域資源を活用したま
ちづくり 

  まちの魅力を高めるま
ちづくり 

暮らし（住） 

  暮らし方の選択肢を
増やし、まちづくり
につなぐ 

  暮らし方のニーズに
応えるまちづくり 

  暮らしを支え合うま
ちづくり 

しご と（ 職）  

  新し い仕 事を 増や す  

  生駒 で働 く人 が増 え るま ちづ くり  
  新し いワ ーク スタ イ ルが 広が るま

ちづ くり  

市民の暮らしやビジネスを支える基盤（消費、労働力など）の持続的な確保 
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２  戦 略 的 施 策 の 内 容  

 (１ )  暮 ら し（ 住 ） ～暮らし方の選択肢を増やし、まちづくりにつなぐ～ 

 

① 暮 ら し 方 の ニ ー ズ に 応 え る ま ち づ く り  

 

 ② 暮 ら し を 支 え 合 う ま ち づ く り  

 

(２ )  し ご と （ 職 ）  ～ 新 し い 働 き 方 を 増 や す ～  

 

 ① 生 駒 で 働 く 人 が 増 え る ま ち づ く り  

 

 ② 新 し い ワ ー ク ス タ イ ル が 広 が る ま ち づ く り  

 

(３ )  楽 し み （ 遊 ）  ～ ま ち で 楽 し む 場 ・ 機 会 を 増 や す ～  

 

 ① 地 域 資 源 で 活 用 し た ま ち づ く り  

 

 ② ま ち も 魅 力 を 高 め る ま ち づ く り  
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第 ６ 章  行 財 政 改 革 の 考 え 方  
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基本計画 各論 
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 「 将 来 都 市 像 」 の 実 現 に 向 け 、 施 策 別 の 取 組 の 方 向 性 を 示 し て い ま

す 。 施 策 ご と に 「 令 和 ９ 年 度 末 に 実 現 し た い 状 態 （ 施 策 目 標 ）」、「 施 策

の 主 な 方 向 性 」 な ど に つ い て 記 載 し て い ま す 。  

 ま た 、 基 本 計 画 の 参 考 資 料 と し て 「 関 連 す る 主 な 分 野 別 計 画 」、「 施 策

の 進 捗 状 況 を 測 る 代 表 的 な 指 標 」 な ど を 記 載 し て い ま す 。  

  

基 本 計 画  各 論 の 見 方  

令和９年度末までに実現し
たい状態（施策目標） 

施策ごとに本市がめざす姿や
状態などについて記載していま
す。 

施 策 の 主 な 方 向 性  

実 現 し た い 状 態（ 施 策 目
標 ） の 実 現 に 向 け 、 第 ２ 期
基 本 計 画 の ４ 年 間 で の 取
組 の 方 向 性 と 取 組 内 容 を
記 載 し て い ま す 。  

市 民 や 事 業 者 が で き る こ
との主な取組イメージ 

実 現 し た い 状 態 （ 施 策
目 標 ）に 向 け 、市 民 や 事 業
者 が で き る 取 組（ 役 割 ）の
イ メ ー ジ を 記 載 し て い ま
す 。  
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現状と課題 

生 駒 市 に お け る 現 状 と 第 １
期基本計画の取組の成果、第
１期基本計画で残った課題な
どについて記載しています。 

関連する主な分野別計画 
関連する他施策の分野別計画 

本 市 が 策 定 し て い る 分 野 別 の
計画について、施策ごとに関連
する計画や他施策で関連する分
野別計画をまとめています。 

施策の進捗状況を測る代表指標 

施策の進捗状況を測るために「代表指標」を設定していま
す。毎年度実施している「施策評価」において、代表指標
を中心に施策の進捗について確認し、検証を行います。 
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施策  
市民自治・学び 

１  

 

令和９年度（2027 年度）末に 

実現したい状態 
（施策目標） 

○○××◇◇△△○○××◇◇△△ 

 
 
施策の主な方向性 

 

(1) ○○××◇◇△△ 

❶ ○○××◇◇△△ 
 ………………………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………

………………………… 

 
 

❷ ○○××◇◇△△  

 ………………………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………

………………………… 

 
 

❸ ○○××◇◇△△  

 ………………………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………

………………………… 

 
 

 

(2) ○○××◇◇△△ 

❶ ○○××◇◇△△ 
 ………………………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………

………………………… 

 
 

❷ ○○××◇◇△△  

 ………………………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………

………………………… 

 
 

❸ ○○××◇◇△△  

 ………………………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………

………………………… 

 
 

 

 市民や事業者ができることの主な取組イメージ  

   ……………………………………………………………………………… 

  ……………………………………………………………………………… 

  ………………………………………………………………………………  
  ………………………………………………………………………………  
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関連する主な分野別計画   関連する他施策の分野別計画 

生駒市▲■×計画、生駒市▲■×推進計画… 

生駒市▲■×計画、生駒市▲■×推進計画… 

生駒市▲■×計画、生駒市▲■×推進計画… 

生駒市▲■×計画、生駒市▲■×推進計画… 

 
 

施策の進捗状況を図る代表的な指標 
 

Ⅰ  Ⅱ Ⅲ  
 【指標名】  【指標名】  【指標名】 

    ●●●●         ●●●●●         ●●●● 

策定時の値 

➡ 

目標値 

(令和９年度) 

 
策定時の値 

➡ 

目標値 

(令和９年度)   

 
策定時の値 

➡ 

目標値 

(令和９年度) 

●●％ ●●％  ●●歳 全 国 平 均

以上 

 ●●人  減少 

 

 

現状（取組成果）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な課題  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

現状と課題 

グラフ等視覚的に 

見やすくする 

グラフ等視覚的に 

見やすくする 

参考資料 
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経 営 的 施 策  
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Ⅰ  

 

○○××◇◇△△ 
 

 

令和９年度（ 2027 年度）末に  

実現したい状態 
（施策目標）  

○××◇◇△△○○××◇◇△  

 
  

 

(1) ○○××◇◇△△      

… … … … … … … … … … … … … …

… … … … … … … … … … … … … …

… … … … … … … … … … … … … …

… … … … … … … … … … … … … …

… … … … … … … … … … … … … …

………………  

 

 

 

 

 

    

 

現状と主な課題 

 
現状（取組成果）   主な課題 

 

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

 

※適宜写真など  

 

 

  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

 

※適宜写真など  

 

 

参考資料 

 

■関連する主な分野別計画 
生 駒 市 ▲ ■ ×計 画 、 生 駒 市 ▲ ■ ×推 進 計 画 … 生 駒 市 ▲ ■ ×計 画 、 生 駒 市 ▲ ■ ×推 進 計 画 …  

生 駒 市 ▲ ■ ×計 画 、 生 駒 市 ▲ ■ ×推 進 計 画 … 生 駒 市 ▲ ■ ×計 画 、 生 駒 市 ▲ ■ ×推 進 計 画 …

施策の主な方向性 
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資料編 

 


